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説明内容

１．水素社会実現に向けた意義と課題
・地球環境問題、エネルギーセキュリティー
・量的寄与、エネルギー源の多様化、エネルギーベストミックス
・取り組みの方向性

２．日本政府の政策、国際動向
・水素基本戦略（再生可能エネルギー・水素等関係閣僚会議 2017.12/26）

・外務大臣スピーチ（国際再生可能エネルギー機関(IRENA)第8回総会 2018.1/14）

・水素エネルギー導入シナリオ・ロードマップ
・国際連携（Hydrogen Council）

３．水素利活用の展開
・再生可能エネルギー由来CO2フリー水素の普及拡大（Ｐ２Ｇ）
・福島新エネ社会構想－水素社会実現への試金石
・業務・産業用燃料電池の市場への展開

４．海外未利用エネルギー由来CO2フリー水素の大量導入
・多様なエネルギー資源によるエネルギーセキュリティーの確保
・エネルギーキャリアの選択と棲み分け
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研究開発の俯瞰報告書-エネルギー分野（2017）JST-研究開発戦略センター
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• ⽔素発電による⽕⼒電源
の低炭素化

• 再エネ⼤量導⼊に必要と
なる変動吸収・電⼒貯蔵
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⽔素エネルギー利⽤の意義・エネルギー政策上の位置づけ
 ⽔素エネルギー利⽤は、90%以上の⼀次エネルギーを海外化⽯燃料に依存する⽇本のエネル
ギー供給構造を多様化させ、⼤幅な低炭素化を実現するポテンシャルを有する⼿段。

 化⽯燃料を⽔素に代替することによるエネルギー源の多様化・エネルギーセキュリティの向上
 ⽔素発電やFCV、産業分野での⽔素利⽤（熱、プロセス）によるエネルギー利⽤の低炭素化
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⽔素による⼀次エネルギー供給構造変⾰とCO2排出削減

原料 ⽤途
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⼀次エネルギー供給 CO2排出量

⽔素利⽤の⽅向性
現状：12.3億t
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CO2フリー電⼒

CO2フリー燃料

CO2フリー燃料

現状：化⽯燃料18,052PJ（91%）

CO2削減
に貢献

ｴﾈﾙｷﾞｰｾｷｭ
ﾘﾃｨに貢献

• 運輸部⾨のCO2排出量
の⼤半(85%)を占める乗
⽤⾞・貨物⾞の低炭素化

• 産業分野等での熱利⽤・
プロセスの低炭素化（鉄
鋼、⽯油精製等）

2030年
▲26%

更なる削減

（出典）第11回⽔素・燃料電池戦略協議会資料

資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課 山影雅良、東工大水素シンポ 2017.10.16
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水素社会実現に向けた課題

１．水素社会とは？
・小規模水素利用が拡大し、産業基盤をも支えるエネルギーとして、エネルギー消費
全体の20％程度以上が二次エネルギーとしての水素を利用する社会

・エネルギーセキュリティーと地球環境保全に対する十分な量的寄与
２．水素社会実現のための論点

・個別技術の成熟（開発→実証→商用化→用途拡大、安全対策）

・社会からの認知、許容（社会システムの中での水素の役割の明確化、多様な付加価値）

・需要の飛躍的拡大
FCV+水素ステーション、エネファームのユーザーの飛躍的拡大
水素発電（水素タービン、ガスエンジン、水素ボイラ（混焼を含む））

・需要に応える大量水素のサプライチェーン構築
国内の再生可能エネルギー起源CO2フリー水素、P2G

（変動平滑化、過大発電分エネルギー貯蔵、コスト高対策、アンシラリーサービス）
（事業者の自主参加を促す制度上の仕組み、グリーン証書・・・）
海外の未利用エネルギー起源CO2フリー水素（水素キャリアの正しい選択、棲み分け）

・適切な導入中間シナリオ（一挙に大量導入不可能、小規模の普及・拡大）

・水素固有の特徴を活用した水素利用技術（水素・酸素燃焼タービン、エクセルギー増進）

・エネルギー源のベストミックス（水素源としての石炭の活用の拡大）

・水素社会実現の意義は、EVかＦＣＶか といった次元の話ではない。
・全体システムを統括するリーダー（産官学の有機的連携、ハード含むトータルシステム）

・国際連携、枠組み

岡崎健、産業技術総合研究所 エネルギー技術シンポジウム
「水素社会に向けての技術開発と展望」 2016 12/1
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6エネルギー白書 平成29年6月 資源エネルギー庁

(ロードマップ改定、2016.3)
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7西村元彦、東工大グローバル水素コンソーシアム 第6回ワークショップ 2017 6/26
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2017年12月26日 再生可能エネルギー・水素等関係閣僚会議
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2017年12月26日 再生可能エネルギー・水素等関係閣僚会議
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10西村元彦(KHI) 東工大 グローバル水素エネルギーコンソーシアム 第６回ワークショップ 2017 6/26
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11METI 資源エネルギー庁 CO2フリー水素ＷＧ報告書（概要版）2017 3/10
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12資源エネルギー庁 CO2フリー水素WG 第1回資料 2016.5.13

全固体電池へ（東工大-トヨタ）
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資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課 CO2フリー水素WG 第3回資料 2016.8.9
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14資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課 山影雅良、東工大水素シンポ 2017.10.16

福島新エネ社会構想
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資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課 山澄克、東工大水素シンポ 2016.10.5

業務・産業用燃料電池の市場への展開
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海外からのCO2フリー水素サプライチェーン構想

Hydro

Lignite (Brown Coal)

IAE-CO２フリー水素チェーン-アクションプラン研究会
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17資源エネルギー庁 新エネルギーシステム課 山影雅良、東工大水素シンポ 2017.10.16
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村木茂、エネルギー・資源学会 2016 2/2
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（液体水素輸送の例）
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まとめ

１．水素導入の本質的意義は、将来的には大量導入されて、地球環境保
全やエネルギーセキュリティーに、十分な量的寄与が出ることであり、
グローバルな視点で議論することが重要である。

２．燃料電池以外の多様な水素利活用技術を含め、エネルギーキャリア
としての水素の優れた特徴と、水素エネルギー社会の多様な社会的
付加価値を正しく評価することが重要である。

３．国内の再生可能エネルギー起源CO2フリー水素の導入拡大に向けて、
P2G技術の確立・コストダウンと導入促進のための制度上の仕組み作
りが急務である。さらに、地域活性化への貢献が期待されている。

４．大量水素導入に向けて、海外の未利用エネルギーを水素に変換して
日本に輸送するグローバルなスケールでのCO2フリー水素サプライ
チェーンの構築と水素発電の実用化が進んでいる。

５．水素社会の実現には、水素社会のイメージを正しく把握し、個別技術
開発から全体システムの成立性、社会システムとの融合、国際連携
を踏まえて、長期的な視点に立った具体的な戦略が必要である。
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